20181125レムナント教会1部
人の自慢もさばきも……(Iコリント1:26-31)
ユダヤ人であることに誇りを持って、それを自慢しようとしています。昔も今もそれは変わりません。ドイツの人はドイツの人なりに、アメリカの人は、アメリカファーストと言いながら、それぞれ違うなにかがあれば、特に、他のものと違う優秀さ、違う優れたところなどがあれば、ついそれを誇りに思い、自慢しようとする癖が人間にはあります。悪いか良いかという是是非のレベルではなくて、それが結局、裏を返しますと、そうでない人に対してのさばき、批判のつながるようになり、また、その誇りを守るために、結局は、争いに発展していくしかないものなのです。それがいままでの歴史を通して私達が見ているものです。なにか他の人に比べて正しいものを持っていれば、それがつい誇りや自慢になり、そうでないものに対しての批判、さばきの材料になってしまいます。なにか他のものより豊富に持っていれば、それもその様になってしまうわけです。それはなぜなのかと言いますと、実は、世の中では当たり前になっているのでしょうけれども、それはアダムのときから、神様から離れてしまったアダムが持っていたDNAがずっと受け継がれているからなのです。これを取って食べるとき、あなたは神のようになる。その人間的な人間の自慢というものが地球規模で流れるし、それがひとりひとり個人にも流れ込んでいるわけです。だから、人間的な自慢、人への批判、さばきというものは、コインの両面のようなものなのです。問題は信者である私達もそのDNAをそのまま抱えて、それに振り回されて信者としての輝く人生、新しい聖なる道を邪魔されてしまうことがよくあるということなのです。
そういう意味で、今日、聖書を通して、私達は普通に、当たり前に思っているでしょうが、人間的な誇りや自慢、また、裏返しますと批判、さばきというものに対して、聖書はまったく違うことを語っているということを教えられ、それを握っていただきたいと思います。結局、そのような誇りや自慢というものが、そうでない場合にものすごいプレッシャー、負担になります。また、自慢の材料を蓄えるためにものすごく負担をもって頑張るしかないし、そうでないものに対しては無視や批判の目で見るようになるしかありません。でも、信者として冷静に考えてみましょう。本当に人間的に優れた部分、他の人と違って優秀なところ、また、間違いではなくて正しいところなどが自慢になれるのでしょうか。そうでない人を見て、さばいて批判できるものなのでしょうか。パウロは、コリントの教会に向かって、そのようなことを詳細に書いて送りました。コリントの教会は、当時、哲学が流行りだったので、知識、知識という雰囲気でした。それが教会の中に入り込んでいたので、パウロの言うことはあまりにも単純でシンプルなので、それは初歩的なものだとして、知識を自慢してきたわけです。それに対してパウロは、今日、長老さんが読みました聖書の箇所を通して、なにが知恵なのか、なにが知識なのか、人間の方に自慢できるもの、誇れるものなどあり得るかというお話をしています。他の人がそのようなことを話しますと疑問に思うかもしれませんが、パウロなのです。人間的な自慢の要素であればいっぱい持っていたパウロが、そういったものが自慢できるものなのか、自慢の内容なのか。そうでないから批判の対象になれるのかということを語っているわけです。だから、信者の私達は、今日限り、聖書に基づいて、もし信者なのに普通に世の中の自慢と同じもので振り回されている場合は、修正していただきたいと思います。人間のことを、特に人間の本当の姿を分かったならば、人を、また、人間的なものを自慢したり批判することはできないだろうということです。つまり、自慢や批判の方に走るということは、裏返しますと、人間のことが本当は正しく分かっていないということになるわけです。それがどれほど恐ろしいことなのかということは、メッセージを通して考えていきたいと思います。
人間というものは、いろいろな違いがあるでしょうけれども、根本的には皆が絶望の状態なのです。どれほど絶望的なのかと言いますと、ローマ1：28を見ると、優秀な人間でもユダヤ人でも獣と扱われていた異邦人でも売春婦でも皆、神を拒否するものだとあります。それは柔らかい表現です。神に敵対するものなのです。人間が神だ、神はいらないということを基本、全人類が心に抱えているものなのです。なぜかと言いますと、エペソ2：1で言われているように、次分の罪過と罪との中にあって死んでいたものであったのです。私達はいろいろなものをお互い比べあって、これが優秀でこれは正しい、これはだめだといろいろ人間的なものをもって言っているのでしょうが、地球のすべての人が自分の罪過と罪との中にあって死んでいたものです。これが人間なのです。肌色が白いからそうではなくて、肌色が黒いからそうだ。なにか法律をきちんと守って正しく行っているものはそうでなくて、犯罪者はそんなものだろうと私達は普通に考えているのですが、まったく違います。神の前では皆一緒です。どれほど絶望的な存在なのか。ヨハネ8：44には、「あなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出た者であって」とあります。だれがでしょうか。ユダヤ人も異邦人も優秀な人間も健康な人間も病気の人でも、あなたがたはあなたがたの父である悪魔から出たものなのです。だから、エペソ2：2に書いてあるように、どんな人間も空中の権威を持つ支配者が作り出した世の流れに、つまり、神に敵対する流れに従って生きるしかありません。自由が効きません。人間の意志でそれを拒んで、神が喜ばれる勝利の人生を歩むということはありえません。基本、金持ちでも真面目な人間でも犯罪者でも世の流れ、空中の権威を持つ支配者、悪魔、サタンが作り出した神様を怒らせるようなその道を歩むしかありません。運命なのです。それが人間という存在です。歴史を通して証明されていて、皆さんの今までの人生を振り返って、それがあからさまではないでしょうか。人間というものはそういうことなので、結局はヘブル9：27にあるように、「一度死ぬことと死後にさばきを受けることが定まって」いて、永遠の刑罰の方に入れられるように定まっているものなのです。

なぜなのでしょうか。エペソ2：3にあるように、生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれます。自分のことを他の人と違う優秀な美しいものをもっているから自慢している人間も、そういうものがないからプレッシャーの中で落ち込んでいる人間も皆一緒なのです。これが本当の人間です。世の中のどこでも教えてもらえない、聖書の他には教えていないし、また、キリストのいのちがあるもの以外には聞こえてこない真理です。この人間の本当の姿が分かったときに、顔色が違うから、私が真面目であの人は怠けているからということで、自慢やさばきに走ることができるのでしょうか。結局、私達はこのように分かっています。人間的な誇りや自慢というものは虚しいものなのです。伝道者の書1：2、人間的な自慢でいうと、世界のトップクラスを走っていたソロモンという人が、そのすべてを経験していっていたわけです。人間的な誇りは、空の空なのだ。虚しいものなのだと。パウロは先程申し上げましたように、王家の家系に生まれ、パリサイ派で博士の学位をいくつか持っていて、青年隊長のようであり、これから人生の勝利が保証されているようなものでした。そのパウロが、その自慢していたすべてのことを、ピリピ3：8でちりあくただと言っています。別にそれがいらないという次元のお話ではありません。それが本当に自慢できるものなのか、誇れるものなのか。そうでないから落ち込んで、批判の対象になるべきなのかという訴えなのです。エペソ2：9、あなた方の救いは、あなたがたから出たものではなくて神からのプレゼントなのだと言っています。なぜなのでしょうか。だれもひとりも誇ることができないからです。神様は、人間が人間そのもの、人間的な良いものを誇ることをものすごく嫌がられる方です。

今日の聖書のⅠコリント1：20を見ても、コリントの教会に向かって、どこに知恵があるのか。学者は誰なのか。議論家というのはどこにいるのか。なにが知恵なのかと訴えています。人間の本当の姿が分かれば、人間的な誇りや自慢などは虚しいものになり、結局は、人間的なこれしか残りません。私たちが誇れるものは、キリストの他にはありません。人間の本当の姿が分かれば、希望、答え、いのちは、キリスト・イエスの他にはありません。だから、誇るものは主を誇れ、イエス・キリストが私たちの誇りなのです。世界中でこの御名のほかに、私たち人間が救われる名としてどのような名も与えられていません。今日の聖書の箇所にも、Ⅰコリント1：26-29，だから、召されたあなたがたの姿を見なさい。人間的に自慢できる要素を抱えている人が呼ばれたのか。逆に、そうでない恥ずかしいことばかり抱えている人間が神様に召されているのではないか。それは恥ずかしいことをやっているから召されるという意味ではありません。ただ神様は、人間的に自慢できる人間も、恥ずかしくて、恥ずかしくてしょうがない人間も皆一緒なので、恥ずかしいもの、間違っているもの、汚れたもの、問題だらけの人間を召されることによって、人間に誇れるものなどは一切存在しないということを教えるためなのです。だから、キリストの他には誇れるものはない。希望はキリストしかありません。それを正しく示すために。だから、私たちに自慢できるようなものがあるかないかは、私たちのテーマではありません。
だから、パウロは、結局、このようにお証ししています。Ⅱコリント12：9を見ると、パウロは後ほど、大きな病にかかるようになります。周りから見て恥ずかしくなるほどの、それがてんかんだとか目の病気だとかいろいろな説はありますが、とにかくそれが公に表にばれるしかない病気だったようです。そのパウロが神様に祈りつつ、最終的に得られた答えは、私は自分の弱さを誇りに思う。人間的に自慢できるようなもの、それが自慢で誇りではなくて、そこから見たときには弱いこと、恥ずかしいこと、その部分が私の誇りなのだと言いました。どういう意味なのでしょうか。私たちの恥ずかしい部分、弱さ、いろいろあります。失敗したこともあるでしょう。それを大きな声で「私はこういう人間だよ。私は犯罪者です」と誇りなさいという意味ではありません。ただそのような弱さ、人間的な自慢の基準から見たときに恥ずかしくてみだらなもの、弱いものなどが自虐の方に、暗い方向に行かないようにしましょう。むしろ、そのことによって人間がどういう存在で、人生はなんなのかに気づくようになり、だから、いままでの自慢、誇り、そのすべてを全部捨てて、キリストだけを見上げて、キリストを誇りに、キリストだけを握るようなプロセス、材料だったということなのです。結局、キリストを誇れるようにそれがバックアップしてくれたものなのです。キリストにつなげるものだったのです。だから、それが弱さを誇りに思うということです。誇りはキリストしかありません。そのキリストに気づくようにするものだったのです。キリストが基準です。病を患っていること、時には大きな罪を犯したこと、本当に恥ずかしくて言えないなにかをやらかしたこと、別にそれ自体が自慢ではありません。それは恥ずかしいことなのです。ただそれが自爆や自虐の方に行きませんでした。それが問題ではありません。人間とはどれほど絶望的な存在なのか。本当に悪霊というものは存在するのだね。悪霊に取り憑かれるとしょうがないのだね。悪魔の仕業はどうしようもないものなのだね。キリストしかありません。こういうことに気づくようになりました。ハーバード大学に行っても教えてもらえないことです。私が精神的に病んでいること、がんに罹ったこと、大きな罪を犯したこと、それを心から誇りに思う。それによって唯一の希望であるキリストと出会うようになりました。キリストにすがるようになりました。そういう意味で傷を抱えていたり、それらを心に抱えて恥ずかしい思いでいるということは、信者としてはふさわしくありません。人間的なものを自慢にすることも問題だし、そういうことを恥ずかしいと思うことも問題です。
それから、人間の本当の姿が分かれば、人をさばいて批判することもできません。先程も申し上げましたように、神様がご覧になったときには、皆一緒です。マタイの福音書の7章を見ると、山上垂訓でイエス様が、他の人の目にあるちりを見てさばいたりしてはいけません。自分の目には梁があるのだからと言っています。私たちの目には批判のいろいろな内容があるでしょう。私はそれに一緒に加わっていないかもしれません。でも、神様がご覧になったときには、人間の本当の姿が分かれば皆一緒なのです。なかなか認めたくないでしょう。犯罪に手を染めたものと、正しく法律を守った人を一緒にするというのは絶対、許されないでしょう。上の前ではそれが一緒なのです。人間の本当の根本の姿が分かったときに、なにを自慢できて、なにがさばけるでしょうか。その代表的なケースが、ヨハネ8章にあります。現場で姦淫の罪を犯した女が、イエス様に連れられてきました。皆が石を取り上げて彼女を殺そうとしていました。なぜなら彼女は法律に違反して、現場で姦淫の罪を犯していたし、私たちはそれをやっていない。だから、私たちは自慢できるし、相手を批判することで自分を持ち上げることができるわけです。人間というものは、それしかできません。イエス様は、「あなたがたの中で罪のない者は先に石を投げなさい」と言い、それでもう終わりました。つまり、皆さん、認めたくないでしょうけれども、別に悪ふざけで生きる理由はありません。だからといって正しく生きるために精一杯頑張る理由もないのです。イエス・キリストを信じないといけません。神様がご覧になったときには、姦淫の行為をした人間とそうでない人間と、皆同じ姦淫の罪の犯罪者なのです。それが行いによっては一緒でないので認めたくないでしょう。精神的に病んでいる人と普通の人と、神様がご覧になったときには一緒なのです。信者の私たちはここが分かっていないと、自慢とさばきを乗り越えて違うステップを踏むべきなのに、いつまで経っても自慢の負担や批判のなにか、それにずっと足がとらわれるようになるわけです。聖書は、そのように教えていません。マタイ5：27-28を見ると、心に女性や男性を見て、性的なちょっとした思いが芽生えたことで姦淫の罪を犯したことと一緒だと書いてあります。私たちはそれを教育のためにおっしゃっているだろうと思うでしょうが、神様がご覧になったときには一緒なのです。マタイ5：21-22を見ると、人を殺した殺人者と周りの人に対してばかやろうと言っている人と同じ殺人者だと言っています。神様がご覧になったときには一緒なのです。だから、だれがだれをさばけるでしょうか。人間には、だれをもさばける権威、権限などはありません。それなのに私たちはついついそうなってしまうわけです。

なぜでしょうか。まずは、人間の本当のことが分かっていないからです。先週も申し上げましたように、ついつい比べ合おうとしてしまうわけです。それでユダヤ人が自分を誇りに思い、そうでないものを獣と一緒に扱って異邦人と言っていたことに対して、ローマ1～3章を通して、こういう結論に至るようになります。「すべての人は、罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができず」。自慢できる人とさばかれている人と皆一緒なのです。人間の本当の姿が分かったときには、自慢もできないしさばくこともできません。むしろ、誇るものがあればイエス・キリストだけであって、弱さを誇るわけです。特に、信者の場合は、キリスト・イエスの中にあるいのちの祝福、それが本当の誇りになれば、人間的な自慢、誇りなどはいらないものでしょう。そして、そのいのちの祝福を味わっているものは、キリストと同じ心構えを持つようになります。そうすると、さばくことなどいらないものになります。これが信者として自慢もさばきもいらないということになります。自慢とさばきというものはできないものであり、信者の場合はいらないものなのです。なぜかというと、いのちそのものが自慢であり誇りなので、学歴や自分の格好良さなどが自慢ではなくて、優しい性格が自慢ではなくて、キリスト・イエスのうちにあるもうすでに栄光をいただいて、どんな被造物も切り離すことができない神の愛の預かり、圧倒的な勝利者となり、すべてを働かせて益となるしかない、そのいのちの祝福を所有して、それが自慢なのです。パウロは言います。私は土の器のようなものです。でも、内側に宝であるキリストを持っているから、それが自慢なのです。人間的な部分がある意味どうであっても、それは自慢でもさばきでもなにもありません。いのちの祝福が本当の自分の自慢であれば、自分の自負であれば、先々週も申し上げましたように、王様の前で尋問され罪囚なのにまったく関係ありません。自慢の内容、誇りの内容が違うから、私のようになってほしいと言いました。Ⅱコリント5：17、「古いものは過ぎ去って、見よ、すべてが新しくなりました」。その前になにがあってそこが言われるのかと言いますと、もうこれからは人間的な標準で人を評価することはもう止めました。人間的な自慢、人間的な批判、さばきなどは私と関係ない。それは古いものです。私にいのちがあるのだから。パウロは、Ⅱコリント6：9-10を見ると、無名な人のように思われも有名な人であり、悲しんでいるように見えていても喜びにあふれているものであり、貧しく見えていても多くの人を富ませるものであり、なにも持っていないように見えていてもすべてを持っているものなのです。もう自慢とプライドが違うのです。ピリピ3：3、イエス様を誇り、人間的なものを頼みにしない。なぜなら、いのちが自慢だからです。自分の身長が、格好良さが自慢ではなくて、自分の富が自慢なのではなくて、自分が真面目に生きることが自慢ではなくて、法律を守っていることが自慢ではなくて、イエスのいのちを持っていることが自慢なのです。それで十分なのです。だから、いらないのです。学生さんは、勉強して一生懸命頑張ることが、この人間的な自慢できるものをもっと蓄えるために頑張るのであれば、クリスチャンとしては失格です。私たちが頑張ること、いろいろなスペックを身につけることは、そういう意図ではありません。そういうものであれば死んだほうがマシだとパウロは言っています。関係ありません。私はキリストにあってもう十分これで自慢できるものです。人間的な要素によって左右されるものではありません。
それから、キリストの心構えを持つというのは、どういうことなのかと言いますと、イエス・キリストが十字架で死ぬところまで従ったというのは、神様が罪人をご覧になったとき、さばかれて当然なのに、神様がそのように扱われないことに対して文句を言わずに従った。それで十字架まで行かれたということなのです。つまり、世の中の人、周りの人を見たときに、その心構え、私のレベルで見たときには悪い人間、良い人間、正しくない嫌な人間、いろいろあるでしょうけれども、神様が彼をキリストの十字架によって救おうとするほどの待遇をしているので、私もそれに従うということです。その目で見るしかありません。悪いか良いかではありません。いま犯罪者なのに、いま麻薬に溺れているのに、いま精神的におかしくなっているのに、でも、神様はその人のためにキリストを十字架に引き渡されて、その人を救おうとしていらっしゃるわけです。それに文句無しで私の全てをおろして従うことです。これがキリストの心構えです。私たちがイエス様のようになるというのは無理でしょう。そういう意味ではありません。キリストの霊が宿っているので、人を見るときにそのような目で見るわけです。それがキリストの心構えです。そういういみで、イエス様は、ペテロが一体何回ぐらい許せばいいでしょうかと聞いたときに、70回の7倍ぐらい、490回だ。491回目はだめという意味ではありません。それは終わりがないということです。キリストの心構えです。皆地獄に行くべき人間には間違いないのに、十字架まで行かれました。人を見る目です。ローマ12：14-21。非常に大切です。あなたがたの敵のために祝福して祈りなさい。敵はありません。神はそのように見ていらっしゃらないので。私たちのレベルで見ないでください。これが信者です。ですから、自慢もさばきも批判も私たちのものではありません。
今週１週間、メッセージを握って、皆さん自分の中に本当に自慢しているもの、誇りに思っているものはなんなのかということをチェックして、それを全部キリストに変えましょう。逆に、自分が心の中で誰かをさばいたり批判したりしている部分をチェックして、キリストの心構えをもって改めていただきたいと思います。それで人間的な自慢や批判、さばきなどに時間を費やさずに、エネルギーを費やさずに、神経を取られないようにして、それを乗り越えていくようになりましょう。

それから、皆さんがもし誇るものがあれば、自分の弱さをこれから誇りましょう。いままで恥ずかしく思い、嫌だ、なぜ私にと思っていたその失敗、その病気、その弱さ、他の人はみな健康なのになぜ私は障害があるのかなど、いろいろな弱さがあると思います。その弱さを誇りましょう。問題は、弱さではありません。自爆の方に行くのか、キリストの方に行くのかが問題です。問題はキリストなのか、or notなのかです。弱さが私たちをキリストの方に引っ張っていくのであれば、その弱さこそが誇りの自慢の内容です。そうだね。私はこんなに弱いところがあります。こんなに恥ずかしいものです。こんなに大きな失敗があります。こんなに病を抱えています。それを誇りに思います。引っかからないでください。人間的な自慢、人間的な批判、それはだれも権限がないどころか、信者の場合はいらないものなのです。それを越えて行かなければいけません。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。神様の恵みによって、イエス・キリストの十字架によって、私たちはいのちを与えられています。人間の本当の姿のことをしっかり覚えて、いままでにあった人間的な自慢やさばきなどから自由になるようにひとりひとりを祝福してください。そして、いままでの自慢、批判すべてをちりあくたとして扱い、キリストだけを誇りに思い、キリストの中にあるいのちの祝福を自慢することができるように、圧倒的な勝利者として残りの生涯を証人として、伝道者として歩めるようにひとりひとりを祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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